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諸種急性感染性疾患及びビタミン，ホル

モン等の血清補体慣並に血清殺菌力に

         及ぼす影響に隔て

金沢大学医学部谷野内科教室（主任 谷野教授）
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      （昭和27年12月16日受附）

（本研究の要旨は其の一部を第44回，45回，46回，日本内科学会講演会亜に第6

回北陸医学会に於て発表した）

                  目

第1章 緒  言

第2章実験方法及び実験材料

第3章 実直成績及び考案

 第1回忌臨床実験

  第1項健康入に於ける血清補体価並に血清

     殺菌力

  第2項 諸種伝染性疾患患者の血1濤補体価亜

     に血清殺菌力

  第3項臨床実験成績総括

 第2節 動物実験

  第1項健康海狽の血清補体価並に血清殺菌

次

第2項

第3項

第4項

  第5項

第4章 結

   文

力

栄養状態による血溝補体価亜に血清

殺菌力の変化

体重の鱈減と血清補体価並に血清殺

菌力との関係

諸種藥剤の血1清補体価ilt1に血清殺菌

力に及ぼす影響

動物実瞼成綾総括

論

献

                 第1章緒

 生体防禦力は疾病の予防上重要なるのみなら

す疾病の経過予後に対しても深V・関係のある事

は周知の処であるが防禦力の動揺の機序に関し

具体的に報告した文献は左程多くない．

 翻1つて生体防禦力を窺う方法としてはオプソ

＝ン価測定，白血球遊走並に貧三二の測定，血

清中の正常並に冤疫抗体の区長，撃墜織内被細

胞系（R．E．S）機能楡査，全血液の殺菌及び菌発

育抑制作fl］或は血液の膠質化学反応の歌態，其

他カウフマンのカンタリヂン発泡液中の淋巴組

   言

織謬見査，外科的創傷治癒歌況観察等が用いら

れている．更に最近に於ては血清γ一グロブリ

ン，淋巴球，プラスマ細胞，核酸等の変化観察，

Thornに依る副腎皮質機能槍査，織維素溶解現

象，抗ピアロニダーゼ作用観察等が挙げられて

bる．

 一方Buchnerは1889年細胞無き血清にも殺菌

作用有る事を明にし1890年忌の本態を読明せる

多数の研究を発表した．此の物質が後にアレキ

シンと命名されたものである．1900年Ehrli小
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は側鎖論から此れを補体と命名した，爾來補語

は免疫学上及び宿主の防禦作用の一因子として

極めて重要な位置を占め凡ゆる方面に多くの研

究が相次いで癸表された．諸種疾患並に各種救

出の血清補体価，アレキシンに対する影響につ

いては多数の研究報告がなされてbるが，其の

成績は：一一致する処も多くあるが，叉相反する処

も少くない．余は諸極伝染性疾患の経過に卜う

生体防禦力の変化並に各種ビタミン，ホルモン

共他二，三の藥剤の生体防禦力に及ぼす影響の

一端を知らんとして臨床引臼に実験動物に就て

血清の補体価（補）並に殺菌力（殺1の変動を追究

し聯か知見を得たので鼓に報告する．

第2章 実験方法及び実験材料

 （1） 被検樹料＝患者血清は当敬室並に金沢市民病

院患者より叉健康者としては当敢室員，看護婦其他よ

り可及的早朝室町時に探沖し，実験動物としては体重

5009前後の海狽を用い早朝室腹：時心臓穿刺に依り採

血した，血液は氷室に4時間放置後血清を分離し用に

供した．但し乳魔を含めるもの又は溶血せるものは用

いなかった．

 （2）補体価測定法：血清の基本稀釈倍数は入血清

では3倍，辮狸血清では10倍とし山羊溶血系を用いフ

ツセルマソ反応を行う場合に於ける補体価測定の術式

に依った．

 （3） 血1清殺菌力樵査法：曽通大腸菌に対する血清

の殺菌力を検した．ペプトン水培地を1％の割合に加

えた生理的食塩水を以て野性血清0．5ccを2倍より

1024倍迄倍々稀釈したものを用いた．細菌俘游液は使

用の都度37。Cエ8時間培養の普通塞天斜面上の普通大

腸菌菌苔より1白金耳かき取り5ccのブイヨン培地に

37。C 24時間培養し其の1白金耳を更にブイヨン5ccに

移植し37。C 4時間培養後門の1白金耳宛を各稀釈血

清に加え37。C 3時間作用せしめたる後1白金耳宛を

探取し牛板培養法に依り集落数を算定した．蒲実験毎

に対照3枚を置き対照の即時培養集落数牛均1枚600

個内外3時間後培養では4000個前後なる場合のみを探

り誤差を可及的小ならしめる様努めた．

 （4） 成績判定＝補は溶血度を柵下二十二一で表

し，殺は細菌集落数：601以上，30工一一 6CO，101－300，

1－100，0をそれぞれ4，3，2，1，0．5，0（殺では

0・5を欠く）で表し各記号の総和に依って判定した．故

に殺では数値小なるものを強しとする，

第3章 実験成績及び考按

   第1節 臨 床 実 甲

州1項 健康入に於ける血清補体価並

  に血清殺菌力（第1，2表）

 健康人の血清補，殺に就てはMoro i）以來幾

多の研究がありBauer 2），林窃）等は補は：一定なり

しとし柳川4）等は個人的差違があると云う．余

が20歳台の健康青年男女20例に就ぎ山1清補，殺

を槍した結一心は補3⑪．0～22．0準均25．8，殺9～

16李均12．4で大体一定せる値を示した．而して

男女聞に殆ど差異は認められなかった．50歳以

上の健康老年者7例では補は：225～18．0点前

20．5，殺は10～20訟訴14．9であった．即ち健康

人の補殺は大休一定の範囲内にある．而して50

歳以上の老年者では20歳台の青年に比べて補に

於ても殺に於ても比較的低いものが見られる．

尼子5）等も老年者では血液殺菌力は減退の傾向

を示すと報告している．

第2表健康老年
翻囎性補体価障勤

2

3

4

5

6

7

63

58

60

59

65

58

168

6

6

6

9

9

9

6

22．5

22．0

18．5

2？．．0

18．5

22．e

18．0

10

12

13

15

20

15

19

李 均12・・5 14．9
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第1表 健 康 青 年

番号障腰補体倒灘力
i 1 （s 1／ 26

21gi 29
31＄ 1 22

4」61 2i
s［ lil 1 2s

6i6 ii 25

馴躯1
9i 6 1 rs

ユ0  6  21

11 9 r  22

12 9 30
13 ， 9 i 29

14 ’ X 29
15 9 27
16 9 i 27

17 9 26
1glll；？

20 1 9 li 20

26．5

26．5

26．5

26．5

26．5

22 ．5

22．5

25．5

22．5

26．0

28．0

26．5

30．0

27．5

26．0

26．5

26．0

22．0

27．0

25．5

12

13

12

13

13

14

14

12

11

13

9

12

13

11

12

13

11

16

13

12

均！25・8 12．4

第2項諸種伝染性疾患者の血清補体

 価並に血清殺菌力（第3～7表）

第3表 腸 チ フ ス

 伝染病に於ける補，殺に関する報告は比較

的稀でVeil＆：Buchholz 6）， Lipkin 7｝， Moro 1），

：Burbank，矢野8），高雄9），佐々木10），崔11）等の報

告を見るに過ぎない．余は腸チフス，発疹チフ

ス，細菌性赤痢，日本脳炎及びクルップ性肺炎

等の症例に重て疾患の経過を追って補並に殺を

聾した．腸チフス患者】2例中死亡率を除いた11

例の極期では補は9例に殺は全例に於て正常範

囲にあった．綾三期では補，殺共下向し補は大

多数に於て殺は約4数例は正常以下に低下し

た．恢復期第3週には大多数の症例に於て補，

殺の恢復傾向が認められ殺は何れも正常範囲に

入ったが補は過孚数の症例ではf占正常以下であ

った．死亡せる豊丘では発熱期に重て補は低下

し殺は正常範囲内にあったが，田歌の増悪と共

に著明な補，殺の低下を示した．

 発疹チフス患者9例の発疹期では補は1例を

除き低下を示し，殺は3例に於て低下の傾向を

示したが他は正常の範囲内にあった．此等の内

経過を追って検査した5例では解禦醐には補は

更に低下し，殺も4例で低下したが，恢復期第

2週では全例の補殺何れも正常値に復した．

細菌性赤痢患者6例の強熱期では全仰1に於て

        補，殺何れも低下していたが，

        解熱開始後1～2日では夫等

病 期

＼＼  槍査
  ＼＼事項
、症例 ＼トΣ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

極 期  緩 解 期

榊倒蘭力

恢復期第3週

上 井

高 道

奥 村

埣 ロ

坂 野

 林

由 水

岸 本

高 居

回 原

岡 田

李  均

t18．5 1
110．0：

i22．。’

122．5：
        

幽
儲：：・

lll：1

εo・51

陣価劉舗脚
15

15

12

12

11

16

15

9

14

12

13

「idlls－1

1    1

 7．0
1 io．51

114，51
    
26・5｝

 18，5

 18．0

 18．5

 21．0

 14．5

 22．5

16

18

ユ6

14

15

18

19

14

18

15

17

！．一2．3：g．1．．L3．g i6．7 1 i6．4

死ten小野11・・5・6
6［s”’@1’ i7

一一奄W．51i4
14．5i15
18．oi14
、8．引14

26．5i13
18．5［ ユ5

22．oi14
26．5i8
    
26．5   11
    
16．5 1 ユ2

26．5 1 14
   ト

21・・113

 5・5i19

は恢復の傾向を示し，補3例，

殺2例は正常範囲に入り恢復

期（下熱10日目）には何れも

正’常となった．

 日本脳炎患者6例の有熱期

では補，殺何れも低下してい

海が，解熱開始後1～2日で

は恢復の傾向を示し解熱1週

後には省前回と略it同様なる

もの多く只小数例に於て僅か

の下向が認められた．解熱2

週後には恢復の傾向が認めら

れ補は大多数（5例）に於て

正常となり，2例に於ては殺

も亦正常となった，
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第4表 その1 発疹チフス（発疹期）

＼＼   瞼査 1

渤＼富強聯価
1北川｝
 梅  谷2

3  川 i
    本 14 松

5中井i
6末 友i
7 新  名 1

8吉 村1
9八 町i

16．0

17．5

10n．s

14．5

10．5

18．5

22．0

18．0

18．5

16．6

殺菌二

連 均

17

15

17

16

15

18

13

12

16

14．3

就，肝，脾，骨髄の補体産生

障碍，（3）病原体並に毒素

に依る補体の不活性化，（4）

蛋白質，脂肪，含水炭素の崩

壊，変性産物（ポリペプチイ

ド，ムコ蛋白，類脂体等）に

依る補体の吸牧浩失，（5）癸

熱に依る新陳代謝充棟，下痢，

出血，蛋白尿，喀痩，膿汁，

潰瘍面分泌物等よりの各極栄

養素並IC体成分の消失，栄養

素概取量並に樹齢能の激減等

の結果，体細胞機能減退，各

種ホルモン，酵素失調，低蛋

白血症等を來し抗体？’一グロブ

リンの形成障碍と共に補，殺

菌素も形成障碍せらるしもの

と，思虻）れる． （6）浮腫， 発禦～

に依る血清の稀釈も与って力

あるものと推察せられる．

 クルップ性肺炎患者6例の有熱意では補及び

殺は2例に於て：低下し他は正常範囲内にあり，

               へ解熱閑始後1～2日では全例明に低下したが約

10日後には何れも正常となった．

 此等の疾病に於ける防禦力の低下の原因に

就きPaul＆Pely’2㌧Frledman 13）， H・ene・N），

KeUett勒，北原1’1）t中島17），伊藤，石原，：Busson，

Adler＆Reiman is），藤田19）、上田，原田Veil＆

Btichholz‘6）， Cannon 20），内野21）の業績に基きて

考察するに急性伝染病に於ける補，殺の低下は

（1）抗原抗体反応に依る補体の減少，（2）病

原体或は毒素に依る全身障碍殊にR．ES．，中

高4表その2 発疹チフス

匹
＼τ癒山高二二漏舗

期  発  疹  期  解  熱 期  恢復期第2週

症例＼＼一i

嬬糞ほ1：：

3末友i18．5
4 新 名  22．0

5八町118・5
 4s 均

16

15

18

13

16

10．5

7．5

10．5

14．0

14．0

       1
殺菌力！補体価1殺菌力
       1 ．．” LL

16

18

20

19

20

22．0 ［ 12

29．5 1 14

22．5 ［ 11

23．5 1 9
30．0 i 14

  1
16一．s l－isJ6’” P”’ii131 isil’2s．s l i2

第5表細菌性赤痢
病

症例

1 山 本

2  浦

3 小 篠

4 北 出

5  角

6 山本文

 孕  工

期1二二
鴨項i聯価
 X”XXN 1

14．5

10．5

14．0

10．0

14．0

14．5

剃囎開始後’～1

殺菌力

 ．P．2

 24

 21

 22

 23

 22

補体価

26．0

18．5

22．0

19．0

18．5 ，

22．0

殺菌力

 16

 17

 工9

 17

 19

 16

解熱10日後

補体価

26．5

26．5

：・ o．0

26．5

30．0

26．5

！ 12．g 1 2？．．3 1 21．o 1 17．3 1 27．7

殺菌力

14

14

11

12

15

12

13

    第3項 臨床実験成績総括

 健康者及び諸種俵田性疾患々者に於て得られ

たる成績を総括すると次の如くである．

 （1）健康青年では血清の補．殺は一定の範

囲内に有り其の個体的動揺範囲は比較的少く，

男女の間にも大差はないが老年者に於ては補に一

於ても殺に於ても比較的低いものがある．

 （2）腸チフス患者（ll例）の極期では補の

低下は少く，殺の低下は認められなかったが，

緩解期では両者の低下が認められ，恢復期第3
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第6表日本脳炎
病  期

一一

ｿ査
…畢項

障熱期
．x
wx

症例
1

2

3

4

5

6

挙

野  村

田  納

彌久保
立  道

松  村

畑  山

補体価

ユ6。0

15．5

18．0

17．0

18．5

15．0

殺菌力

22

23

20

21

20

23

囎開始後1～擁熱1澱

補体副司働i補体副殺勘
  1
18．釧

18．0 1

22．5

18．5

22．0

ユs・o 1

16

20

19

19

19

20

1 is．，

18．5

20．5

22．0

18．5

ユ4．5

16

20

20

19

19

20

均r16・621・51『・9・1冒 P・8・8i18・71・9

解熱2週後

補細論勤

22．0 1

22．0

22．5

26．0

22．5

16．0

15

19

19

15

18

ユ9

23．5 1 17．5

週には恢復の傾向が見られ

た．

 （3）発疹チフス患者（9

例，其の中5例は経過を追う）

の発疹期では補は低下した

が，殺の低下は比較的稀であ

った．解熱期には両者共更に

低下し，恢復期第2週には正

常に復した．

 （4）細菌性赤痢患者（6

例）の温熱期では補，殺共低

下していたが解熱開始ユ～2

第7表肺 炎

病期：有熱矧囎開始後1～
．動瀞嚇価          殺勤補体副殺勅

1

2

3

4

5

6

生

写 四

竹 川

 橘

鹿子島

畠 山

県

 均

25．5

18．5

16．5

22．0

22．0

12

17

16

15

17

16

18．0

13．5

14．5

13．5

10．5

18．0

19

23

23

24

18

20

解熱開始後10日

補体価

32．5

26．5

29．0

26．5

30．5

33．5

殺菌力

山！21：5

121・・い5・S114・721・2T29・8t・3・・

11

15

13

13

14

13

日後より恢復の傾向を示し比較的速かに正常範

囲に帰った．

 （5） 日本脳炎患者（6例〉の有熱期では補，

殺共低下し解熱開始1～2日後恢復に向い解熱

2週聞後には更に恢復が進行した．

 （6） クルップ性肺炎患者（6例）の有熱期

には補，殺の低下は比較的稀であるが解熱閉始

1～2日後には低下が明となり10日後には正常

値に復した．

 （7） 以上の諸疾患に於て補と殺とは概ね並

行して変動した．

 （8）以上の成績に依り血清の補，殺は疾患

の軽重及び疾患の経過に卜い変動を示し，其の

測定は疾患の予防，治療，予後判定上の一・一指針

となり得るものと考えられる．

     第2節 動 物 実 験

 第1節に述べた伝染病患者の補，殺低下の原

因として栄養の質的，：量的不足が重要なる位置

を占める事は想像に難くない処である．依って

動物実験に於て栄養低下及び其の恢復が補，殺

に及ぼす影響を検し叉臨床上伝染病の病状を軽

快せしめ経過を短縮せしめると云われている各

種ビタミン，ホルモン其他の下剤を注射し補

殺の低下恢復作用の有無を検した．

  第1項健康海狽の血清補体価並に殺

     菌力（第8，9，10表）

 藷蔓（生）1509及び藁を与え3週聞飼育せる

健康海狽雌雄各20匹の成績は補40・一30，殺11～

20で性に依る差異は見出し得ない．

 季節との関係は同一試獣にて1ケ年聞毎月槍

せるuc 7、8，9月に梢it低下の傾向が見られ

たが他月に於て：は著変が無かつ：た，
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第8表健 康 海 狼
x

番
＿号＿＿

il
 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9
 10

 11

 12

 13

樵 i
   補高歯
   体 贋
   価
   （補）

i4 1 ili

 I
15

16

17

18

19
  20i

6

6

6

6

6

s

6

8
C一
C，

6

6

6
ct

o
6

6

C5

6

s

6

3エ．0

34．0

30．0

33．5

34．5

34．5

37．0

34．0

34．5

34．0

36．5

37．0

34．0

37 ．e

34．0

37．0

37 ．0

39．0

40 ．0

39．0

殺
菌
力
（殺）

14

11

15

14

14

11

13

17

13

15

15

15

14

15

14

18

15

14

14

18

体

重
（体）

卜議論 殺
菌
力
（殺）

体

重
（体）

460

510

tB5

450

455

480

435

430

470

390

410

460

420

460

420

395

370

480

390

seo

21

．P．2

23

24

25

26

27

28

29
：一〇

31
32 1

33 i

l創

g6，

：創

A6 1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9－

9

9

9

9
0t

9

9

9

9

33．5

37．0

34．0

31．5

37．0

31．5

34．0

37．0

34．0

38．0

34．0

37 ．0

33．5

34．0

37 ．0

30．5

33．5

37．0

34．0

34．0

16

14

16

16

15

16

20

13

15

13

15

12

16

15

14

17

15

12

20

15

385

coo

3・95

370

350

410

390

450

484

410

430

430

4eo

380

405

325

425

420

430

408

4s均⊥35歪い4・5 441 t・s酬34・6 15．3 405

第9表 季節別健康海狸の補体価並に殺菌力

海狽番号   第 ・ 号  1 第・・副 第 m 号 1 第 IV 号     1 第 V 号
一

士項憶説 補十体 補 殺1
「体

殺 体l   I

   ！補「殺

体

一 一       一  一

1     135．5  18   480 34．5 18 418 I136・0
   16

430 32．0 18
   ’1

S00t 33．0 工9 400
2     旨36．0  19  465      ：

34．0 17 410 136．0 16 435 32．51 17 410 33．5 18 410

3 i36・517481
S      34．5  17   480 1

T      34．O I 18   485

35．0 17 438

R3．5 18 440
R0．5 19 4351        1

i37．0
430

S51

S38

35．01

R4．5」

R2．OL

15

P6

P8

424

S19

S00

34．0 17

R4．5118

R2．OI18

424

S10

R98

6     132．O I 19  471 28．5120 416 」34．0 17 434
30．0    卜 19 380 30．0 20 2395

7      31．5  20  463      1

    1

R0．oi211401 18 429 29・5i 22 364
    1

Q7．0 23 380

8      29．0  21  464 30．0 20 420 33．0 19 420 30．0 20 371 27．5 22 391
      「
X     ；29．5  19  470 30．0 21 425 133．0 17 421 32．0 20 389 30．5 18 375
           1
P0    134．5  19  474 32．0 17 440

134．0
16 440

33．ol
18 4・2i 33．0 16 398

［   1 1

1
11     i35．0  18   468 34．0 17 430 16 35．O    i 117 418 34．5 19 q10
      I      l
P2    i35．O I 19   460           ヨ

134，0 18 430
  1
P8 i420 32．0 118， 410    1 3ユ．OI18

 妊娠及び産褥時に於ける変動は妊娠中全例に

於て補，殺共顯著乃至明に低下し分娩2日後に

は更に顯著となり1週後恢復の傾向が認められ

たるも正常時に比し低く15日後に漸く正常に復

した．

 此の成績より補，殺を検するためには7，

C 62 ］
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8，9月を避け叉妊娠，産褥時の動物も叉ヒの

種の実験に不適当なるととを知った．補t殺と

性，季節との関係に就ては余の成績は佐藤22、

の成績と一致し，妊娠，分娩，産褥との関係va

就ては佐藤22），Ludke 23），保田，名古屋等の報

告と同様である．之に反し篠田fi4），眞柄鋤は大

腸菌t溶連菌に対する殺菌力の不変叉は上昇を

認めている．

第10表 健康海狽妊娠分娩時の補体価並に殺菌力

時測距常時 妊娠申
桜藩1雛ilt一瓢到劃

罎翻：ll盤：：illl翻：：脇
m 一v：i，t一 130．s b71 3so ，ig．oiaol 3gs 1i6．s133

1vT@一！，i，i一 1 se．s j 14 1 40e i 21．s 1 23 1 420 li 20．o 1 24

      34．．1 11s．ol 414ag均1
対照I I

対照n

34，0

34．5

15

15

420

430

分娩2日後1

網繋i体
価1”1重

   分娩1週後

   割認体
   価t力庫
440 1 2g．o 1 17 1 43s

423 1 26．s i 20 1 424

371 i 26．0 1 20 1 370

4eo i 23．s 1 lg 1 4co

   1      ／    1

  26．3 ，19．Oii 408
     i   l
     t
       417     L
430 ［ 34．0 ［ 14 1 434

      1
  34．5 i14．OI 426

分娩15日後

21．g
D126．31 43g．L－1－s：s 12s．si 40g 」

34．0

34．e

14

14

均13・・3・5・・42S 1 34・・1・4・・1427

42i i 3s．o l i4 1 4itg 13s．o h4

，1，， 1 ，，．5 1 is 1

  134．8 ！14．5i 425 i

一1

鼈鼈黶

D ．

 補
 体
 価

i 36．s

ji 32．O

la？・9

13Pρ一一

殺  体
菌

力 重

i3 1 4ss

15 1 425

18 1 370

14 ］ 400

33・5 i15・5i 4・8

34・5・5 1 42・

33・・1・61・3・

        
33．8 ：15．5 425

    1

  第2項栄養状態に依る補轟轟，殺菌

      力の変化（第11表）

 三韓及び栄養欠乏時に細菌感染抵抗力減弱及

び伝染病罹患率の増加する：事は：Bieling， G5r－

tr・er， Pawlosky， Muller，渡辺等の認める処であ

り叉正常溶血，溶菌，凝集素，無菌九 白血球

機能等の低下が認められている．血清の大原菌

に対する殺菌力に就ては木村は低下を認め，補

でも佐藤2劉），Moro 1）， Pfaundler％）， H：ailnan11，

Fua， Noegyeroth， Findlay， Koch， Ludke 23＞ irc

依り其の低下が確認されている．

 余は海瞑に於て14日聞藷蔓（生）1509及び藁

を与えたる後補，殺を測定し次でクローバ1509

（生）及び藁を与え1週毎に同様に魅したるva 7

～14H後では矛傑低下の傾向を認めたるも不変

或は却って上昇せるものも認められたが，3週

後には明に低下が認められ4週後には予州値に

於て補は最：初の値より挙均10，殺は11低下し

た．依って2群に分ち1群にはクローバ100g，

大豆（生）509及び藁の飼料を与えたるに前者は

10日後には既に補及び殺は明な恢復傾向を示し

17日後には殆ど全部恢復した．体重の消長も補

 殺と相作っていた．

 以上の実験から栄養が生体防禦力に対し極め

て重要な関係ある事が明である．但し此の実験

から栄養の量的質的不足特に蛋白質等と補，殺

：量との関係を詳細に考察する事は勿論不可能で

ある．

   第3項体重の増減と補体価並に

     殺菌力との関係に就て

 余の実験域績を通覧するに栄養低下に依り

補殺は体重と並行して低下し栄養向上に依り

体重の恢復と共に両者も亦恢復を示すが第11表

No・5の如く体重IE常に恢復せざるに補，殺の正

常に恢復せるものあり叉第13表以下の実験成績

に於ても体重の恢復を作わすして補，殺の恢復

を來せるものが少くない．即ち体重と補，殺は

必ずしも並行的変動を示さない事を窺わしめる

所見であり，体重の増減と病原菌に対する抵抗

力とは必ずしも一致せす（矢追27））叉栄養障碍

見に於ける痩削は血液殺菌力を特に変化せしめ

ぬ（片山）と云える先人の成績と一致する．

  第4項諸種藥剤の血清補体価並に血

  清殺菌力に及ぼす影響（第12表～17表）

［ 63 ］
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第1！表 飼料と補体価並に殺菌力との関係

 罰  料

＼＼髄i
海猿＼bi
I 号【29．5
 1【   号  30．5

 111   号   30．O

 IV   号  28．O

 V   号 ，32．0

一一一

@一一一 一 一’一 @一 1一一 一一

謡蔓1509藁14日

補   殺  体
体   菌

価 力1重
12

12

15

14

10

李  均
30．o li3．oi

5e5

520

490

510

500

505

レ・一パ・5・9藁7日一1クー・q5・・．肇・4日1

補   門
内   菌
価 iカ

1 Ei．6 l

L． ．＋ 一r．1． ” ”．

rg［ott，r l’一，sl・3．i1

34．0 i

30．0

28．5

27．5

31．0

14

13

18

15

11

体

重

486

485

469

490

see

穰 繋
一二」力

33．0 1 17

27．5 1 15

27．0 1 18

25．0 1 19

28．0 1 14

体

璽

4C9

410

430

400

397

kpmt 2s．1． l iJi［i－T’一4pttg

ク・一バ15・・藁2 P日レーバ15・・

補 1殺！
体 i菌i
価 ｝カ1
？g・g 1 2一？ l

   l i9 121．0

22．5 1 23

18．0 i 24

22．0 i 20 1

22．o 122．ol

体

重

340

356

344

334

324

340

補
体
価

28．5

17．5

20．5

16．0

17．5

1 20．o 124．ol

欝｛

1動

il］i

  Id

藁28日疹一隻｝藩

328 1 30．0

342 1 24．0

329 1 27．5

327 1 23．5

315 1 26．0

328 i

  1

殺
菌
力

14

18

17

13

14

体

重

435

454

431

432

424

26．2 1 ls．o 1 43s

補 1

盤l

go，ig ’i

男：l1

33
Ps．． 1

30．3 1

殺
菌
力

8

12

9

8

7

 体i

 重

 497

 5工6

 492

 500

 482

9．0 1 498

対 照 群

i’：lil＝iiiiX

I

II

II正

zF

 料1

号  31．0

号  28．5

号 ［30．0

商「一30．0

藷蔓1509

1 14

 13
”一li”．

1 i4．o

藁14日レ。一，q5・9

 525    31．0  1  9

         
 516    28．0   14

 534    28．5    15

藁7日

486

482

490

i s2s 1 2g．2 i 12．71 ng6

クローバ1509 藁14日

3s．o 1 17 1 44s 1

 27．o 1 16 i 4g－6

 27．5 1 18 i ca3

1 30．o 117．ol 44s 1i

クロ”ノ｛ 1509

28．5 1 22

20．0 1 21

工9．0  24

藁21日   ク口回’｛ 1509

377

364

389

25．5

17．5

16．0

25

24

26

藁28日  クローバ1509 藁35日

3sl 1 24．0 ii 20

340 1 15．s 1 26

362 1 15．5 1 27

23・・122・3137712…1 2…「35亡い8・3i2・・31

328

325

331

328

クロ・一7く 1509  藁45日

％iglzglglg

 14，0 1 31 1 327

【16．釧28繭9

 前述の余の実験で栄養低下に依り補，殺を低

下せしめる事を知ったのでクT・一バ1509及び藁

の飼料で35日間飼育し補，殺を低下せしめた5

頭の海狽に各藥剤を概ね其の臨床使用量依り海

狽体重に換算し生理的食塩水叉は胡麻油にて

02ccとし1日1回連続14日間皮下或は筋肉内

に注射し共の聞の補，殺の変動を4，8，14日後に

屯した．尚実験毎に対照をおき対照には一般に

生理的食塩水を0．2cc注射しtたがビタミンA，

D，E，テストステロン，DOCA群では胡麻油0．2

【64コ
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第12表 動物実験対照群の域績

実測価の最大及び最小
実測餅均及び注則 糊薯菰野肝胆び
前に対する物轍 l          I

4  目 8  日 14  日

劃・日8日i14日      一

前 i4日18日1・4日照不1減 増i不1滅 職不腿

  樵

@ 査

@ 事

@ 階

ｲll：1

p  体

24．5

Q0．0

F 23．5
23．0

P4．5

Q2．0

Q6．0

 22．7 22．5

Q0．2

Q2．2

QO．2

21．0 20．4

|1・71脚2・41     

 F@lO110

0 0

 ｝       一

ﾆ1
Ai殺

@i

20．0

Q3．0

21．o1

Q3．oI

@ 1

 18．5

@22．0

@24．0 1一    一  一 一

22・・｝  1

@23．2

|1．2
@一  一  一

   0

 1

V  3

鼈鼈黶

D1一一

@｝

@i
@loi9 ．」＿一＿

    一  

?il
@l 一．

9

454．0

R25．0
t

1器：翻  1
44…【・…6285．ol  1 － － 一 一    一  ’  ｝    ｝    一

393．7 588．1

|12．5

380．6

|20．0

I l  ［

@一          一

m闘輩

10

|1054

 1一1補ll：l ll：1隣：／ll：1
   23．2122．51

@ i＋・訓    1

舩．4

Q0．1
1

   一 一       ’      一
Q1．5「 l l  I    I   l－1・・…312i・  一堰p

Elo 0
18．ol 18．d 18．0

Q3同23・側
19．0

Q4．0

21．4
隅鱗：13；21。11、   一    一  一 一 ｝ －        一  一      －   一    〒     一  一    一

        1

@  …⊥141・虐：：1…。；。131

＿   ←一       一

『一…’｝一 一一 u一一 hー
。111

24．0

?一 一  一

Q1．0

  一 一  一|綿価  l  l P415．2i＋2．d  l

413．6

¥1．O

   1

E1・i・田3

一     了    一

  殺

21．0

P8．0

一  一    一 噂

1一．   一

18．8i口、i  l一・同3｛・・i・：4い｝・  i

P

一4

一19．0

Q4．0

 『       一     一    一   一

Q0．0

Q3．01

19．O    I  i22．0    ．L一＿L＿一

・9・5 20．1

¥〇．7

@20．81

¥〇・6

Qユ2

 19．3

@－0．1

@21．4［

@  0

22．6

|1．2

S10．6

|7．8

 l       I
@l i
諠h1 1：3   1

 l l l    ll13．1 1  i   幽   一    一

0

4、0．。1

     425．o1425．d 423。ol

@  41al 4・a・14・・』
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に就ては殆ど報告がなv・．

 余の成績では4日後殺1例軽度上昇，補，殺
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各1頭親な上昇他は何れも顯著な上昇を示し低

前値に達せるもの補uc 2例あったが8日後では

更に上昇し低前上に等しきもの及びそれ以上の

もの補，殺各1例あり14臼後には共に下向せる

も投与前議より高かった．殊に補に裁てそうで

あっ：た．

  （b） リボフラビン（BL））：0．6白鼠軍位／kg

（Hepaflavin O．006mglkg）を皮注する． B，，欠乏1伏

態に於て：も伝染病罹患峯増加，感染抵抗力減弱

する事は多数報告されているがヴィルス感染で

はRtlsmug． sen 3i）， pinkerton 32）等は抵抗力増強

を認めている．抗体産生ではAxelrod，オプソ

ニン価ではCottingham等は各々減吊身を認め鶴

座はR．E． S．機能はB2投与に依り充進ずるを証

しているが補，殺に就ての報一転は殆どない，余

の成績では4日後補2例軽度上昇を示せるのみ

で補，殺各2例は不変，他は何れも稻ミ低下を

示したが8日後では全例増置し顯著な上昇とな

ったもの補全例，殺4例であり他の1例も明な

上昇を示した．而して補，殺共2例に於て低前

値叉はそれ以上となった．14日後には多くは下

向したが注射鱗毛よりも高位に止まった．

  （c）ナイアシン｛N）：＝一コ組ン酸塩酸塩（Eas－

tman）4mg／kgを皮注する． Nはトリプトフア

ン（ト）の先駆物質であり抗体γ一グロブリン合

成上重要な役割を演ずと云う．Nの欠乏は：Fitz－

patrick 33）， Roosはマラリヤ原虫，鼠チフス感染

に対し抵抗力不変なるを認めWertmannは補体

結合性抗体に：影響無く、其の投与はLudovici30）

は溶血素産生不変なるも体重増加はトと同様な

りと云う．余の成績では4日後では補，殺共に

僅かに上昇傾向を，8日後には軽度乃至明な上

昇を示したが素立値に比すれば遙かに低く14日

後では8日後に比し稼上昇せるもの補，殺各

1例，不変なるもの補に2例有りしも他はすべ

て下向した．即ちNでは補殺の上昇が8日後

最：高となり以後下向傾向を示した．

  （d） ピリドキシン（：B，）：アヂルミン（理

研）1m9！kgを皮注す．ト及びNと深い関係有り，

欠乏ではRobinsen 〈肺炎菌）は抵抗減弱を認む

るもFitzpatrick（鼠チフス）は不i変なりと云う．

抗体産生ではLudovici 30）， Axelrod 3」，）， Wertm－

annは：滅弱を認め， Stoerckは離島と共に淋巴

紅霞萎縮を認めている．叉Cottinghamは喰菌

力低下を証している．余の成績では4日後僅か

に上昇傾向ありしもの補1例，殺3例有り他は

すべて不変であった．8日後には補，殺共全例に

於て上向し僅かな上昇傾向となったが，14H後

には下向し補3例．殺2例は注射前と同じ値と

なった．即ちB，；はNと同様な傾向を示したが

上昇度は極めて微：弱であった．

  （e）パントテン酸（パ）：パtw Ca（和純）

80m9／kgを皮注する．パは副腎皮質機能と密接

な関係が有り，欠乏ではFitzpatrick33），：Becker，

Johnson， west， Lichtsteinは感染抵抗力低下を

認め，抗体産生に就てはし！idovici 30）， Wertmann

34）等は著明な低下を認め，Stoerkは不変なり

と云う．Cottinghamは喰菌力低下を認めてい

る．余の成績では4日後補1例上昇傾向，4例

軽度上昇を示し8日後には何れも上向して補4

例は明に，1例は軽度上昇，殺は3例顯著に，

他の2例も明に上昇した．14日後では大多数の

ものは更に上昇し補1例，殺全例が顯著上昇と

なった．但し敵前値には1例も達しなかった．

即ちパは漸進的に補，殺を甚だ顯著に．L冠せし

め得た．

  （f）アントラニール酸（V：L1）：：Ll（和純）

80mglkgを加温溶解皮注す． L1はトの中得代掛

物として生体内に於ける重要な酸化還元物質で

各種の重要な作用があるが補，殺に及ぼす影響

に関しては報告がない，余の成績では4日後

補，殺共触加傾向乃至軽度増加を示し以後全例

共上向して8日後では軽度乃至明な上昇とな

り，14日後には補3例，殺1例は顯著な上昇，

其他もすべて明な上昇を示した．而して：殺の低

細鱗叉はそれ以上となったもの各2例であっ

た．即ちL、は補，殺増強作用が騒著で其の作用

は漸進的に表れる．

  （9）葉酸（ホ）：ホリアミン0．4m9／kgを

皮注す．ホ欠乏はSeeler， Saslow， 1・ittle齢）， Lu一

［ tsg ）
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dovici 30），楠37），森38）等は感染抵抗力減弱，抗体

産生抑制を認め，其の投与では増張R．ES．機

能充進を証しているが補，殺に関する研究はな

い．余の研究では4日後補2例，殺1例を除き

僅かに上昇傾向を示し以後何れも上向し14日後

では補は明な上昇4例で老前値及びそれ以上に

達したもの各1例であった。即ちホでは始め

補，殺の上昇徴弱なるも漸進的に増強し”C 14H

後には明な上昇となった．

  （h） ビタミンBtS（B12）：フレスミン2γ／kg

を皮注す．楠37）はBl ・2投与に依り抗体産生増張

とR．E．S．機能潮面を認めてV・るもLittle3”），

Ludovici so）は感抵抗力，抗体産生能不i変なりと

云うが，楠，殺に就ての報告はない．余の成績

では4日後補殺ts 1例を除き何れも僅かに上

昇傾向を示し8目後には補，殺共に上向して軽

度な上昇となったが事前値より遙かに低く，14

日後では何れも下向し注射前値に近接した．即

ち其の上昇軽度且つ一過性であった．

  （f）ヒヨリン（ヒ）・塩化ヒ（Merk）80m9／

kgを皮注す．原田39・）（40m9），片淵，梅本はヒ投与

に依り抗体価上昇を認めているが1“itZpatrick 33）

は感染抵抗不変なりと云い，補，殺に関する研

究は見られない．余の成績では4日後には全例

に於て軽度上昇を示し8日後には更に上向し補

は増強明となり，殺1例は顯著に増加して低題

画に達し，他の4例も明に増強したが14日後に

は何れも下向の傾向を示した．即ちヒは8日を

頂点とする顯著な一過性の上昇を示したるも以

後下向傾向を示せり．

  （j） イノジトール（イ）：イ（武田）80m9／kg

を皮注する．イの冤疫抵抗力に及ぼす影響に就

ての文献は殆どない．余の成績では4日後補1

例を除き補殺共梢e上昇傾向乃至軽度上昇を

認めたるも8日以後は何れも下向し，14日後で

は殺1例を除き他は皆注射前値乃至それ以下と

なった．即ちイは4日後に極めて微弱なる一過

性上向を示すに過ぎなかった．

 （k）パラアミノ安息香酸（PABA）：PABA

（富山化学）80m9！’kgを皮注す． Hamiltonは実

験的鶏胎えの発疹チフスリケッチヤ感染を防害

し，患者では一週間内ならば良効あると云う慈

虫病では寒熱期間の短縮，死亡率，合併症減少

が見られる．Greiffはリケッチヤの増殖を抑制

する酵素であると云っているが補，殺に関して

は文献はなV・．余の成績では4日後補，球戯に

上昇傾向を示し8日後では更に上向し補は軽度

上昇，殺は4例に育て軽度，1例は明な上昇と

なり低前値下はそれ以上に挿したもの3例であ

ったが，14日後では何れも下向傾向を示した．

即ちPABAは8日目を最：高とする軽度の一過性

上昇を見た．

 （3） ビタミンC（C）に就て：Redoxon lm

g／kgを皮注する．感染，発熱，申年時には体内

Cが減少する事が認められ臨床的にも伝染性疾

患に用いて好結果を得ている．殊に病原体毒素

はCに依り無毒化されると云う．動物実験では

C欠乏は各種病原菌感染抵抗力減弱，経過の遷

延を認め投与に依り良効を得ている．抗休産生

に就ては，Jnsatz 40）， Hochwald 41）， Madison 42），

Raf艶1粉等はC投与が其の増弧並に琵疫価保持

に重要な意義を有すると云い，叉Harde， Ec

ker翰， Sa10monicaは血中のC含：量と雫醸し補

低下しC投与に依り上昇すると云う．一方Zilo

45），Heinicke 4r｝）， Kapnick 47）， Spink 4：）， Agnewは

補とCの間に特別な関係を認めすC注射する

も補の上昇無く叉試験管内にて血液殺菌力はC

の増減とも関係無かった．余の成績では補IS 4

日後既に暗算に上昇し低前事と等しきもの3例

それ以上のもの1例を認めた，其の後は下向し

（3例）：或は上早乃至不変（2例）に止り14日後に。

於ても注射前田より遙かに上位にある．殺は一

般に注射日数を重ねるに偉い上昇し，8日後に

は上昇顯露なもの4例，明なもの1例となった．

以後2例では上昇が停止し他は更に上向した

が，下向したものはなかった．即ちCは補，殺

鼠に島隠な上昇作用を示し，且つ殺の上昇は漸

進的であった．補の上昇は4日後を頂点とした

が以後の低下は比較的軽渡であった．

 （斗） ビタミンD（D）に：就てJI）22千軍．位／
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kg即ちカルシフェロール0．05mg，’kgを筋注す．

D欠乏時ではHeinicke4（｝）， Eichholz 49）は感染抵

抗力低下を見，Jusatz 4u）は血液殺菌力はD欠乏

にて低下し投与に依り増強すると云う．抗体産

生では代田3e）は其の前進を認むるもLudovici30）

等は不変なりと云う．補，殺に就ての報告はな

い．余の成績では4日後には補は全例，殺は2

例に僅かの増加傾向が認められたが3例の殺は

不変であった．8日以後は補，殺共に全例に於

て：下向乃至低下の傾向を示し，14日後には補，

殺鼠全例に於て注射前値以下となった．即ちD

の作用は極めて：微弱であった．

 （5） ビタミンE（E）セこ：就て：コベラ6m9／

kgを筋注す． Eは各種ホルモン（H）と密接な

関係を有し解毒作用を有す．山本は赤痢菌抵抗

性はE過剰投与時は却て減弱するが欠乏時では

不変なりと云う．又血清過敏症に裁ても李は無

影響なりと云うも補，殺に対する影響を検した

ものは無い．余の成績では4日後補は梢ヒ上昇

傾向，殺は4例軽度上昇，1例上昇傾向を示し

，8日以後は大多数漸次上昇した．最高上昇度

は論著なもの補1例，殺全例，明なもの補2例

，軽度なもの補1例であった．即ちEは漸進的

に補，殺を顯著に上昇せしめた．

 （6） ビタミンK（K）に就て：カチーフ0．6

mg／kgを皮注す．米山は沈降素産生にKが好影

響を及ぼすと云う．補に就ては川叉，Fuchs 5i）

は中節にはプ・ト・ンビンと同楳の血液凝固作

用を認め，：Bausingは雛の補はK投与により増

加するを証し，占部等は結核に対する治療的効

果乃至増発育抑制作用を認めている．余の成績

では4日後補殺夫々2例及び3例に上昇傾向

を示したるも上昇度は甚だ軽微であり，他の例

では何れも注射前妻叉はそれ以下を示し1例は

10日目に死亡せり．即ちKは補，殺に対し好影

響の認むべきものは殆ど無かつ允，

 （7） ビタミンP（P）に就て：ヘスペリン1

mg！kgを皮注す． PはCと共に投与すれば肺炎

菌感染に対し軍独投与より抗感染作用増強する

事が認められて居り，米山勒は沈降素産生に梢

it好影響を認めているが補，殺に就て論じたも

のは無い．余の成績では補は4日後軽き上昇を

示したるもの3例あるも他は不変なり．8日以

後は4例では注射前値，1例はそれ以下となっ

た．殺は4日後軽度の上昇3例，明なる上昇2

例で，以後下向し14日後には何れも注射前値以

下に下った 即ちPは一時的而も早期に補，殺

を上昇せしむるも一過性且つ軽漉で殊に補に対

してはそうであった．

 （8） ルチン（ル）に就て：ルチノン0．8m9／

kgを皮注す．ルは抗ビアロニダーゼ，抗アナフ

ィラキシー作用，抗ヒスタミン作用がある事が

報告されてV・るが補，殺に就ては報告がなV・．

余の成績では4日後補，殺共に軽度な．L昇を示

したが8日後には何れも下向の傾向を示し，14

日後では注射前値となりたるもの補は全例，殺

3例であった．即ちルも初期軽度なる上昇を示

すが一過性で以後下向し注射前値に近接した．

 〔：其の1■ 肝臓製剤の影響｛第1斗表）

 肝は抗体産生上重要な臓器で有りBauer 2），

Sksam lik 54）等は肝萎縮，燐中毒時の補の溝失乃

至減少を認め三宅5：），北村56），瀬脇57）等も肝障

碍，R．ES．墳塞に依り補，殺3喰菌力等各自然，

冤疫心休産生減少を認めている．肝抽出液及び

肝物質投与の抗体産生に及ぼす影響では金，明

渡5s），長岐59），林f；o），矢追27）等は顯著な産生を

認めているが肝抽出物の有効因子に就ては不詳

である．

 余は頸輪エキスとして市販されているヘパン

（へ｝，ナルビン（ナ）各々0．08cclkg及び自家製

1096海寒心水抽出液（肝工）4cc／kgを皮注す．

への場合は補は1例では14口後始どて軽度の上

昇を示したに過ぎなかったが，其他の4例中1

例は：4日後軽度上昇し8日後には更に上向し他

の3例も8日後には上昇した．14日後には此等

4例中3例は更に上向し1例は前回の値を保持

した．14H後の上昇度は明なもの3例，顯著な

もの1例である．殺は注射日数と共に漸増する

もの2例，8～14日後に至りて上昇したもの2

例で他の1例は4日及び14日後甚だ軽微な上昇
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書14表 肝臓製剤の成績
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傾向を示したのみであり，殺の上昇度は明なる

もの1例のみで他は軽度である．ナでは補，殺

共4日後より既に上昇を示し以後更に上昇を続

けfe．但し2例は8日後最：高となり14日後も其

                    ［ 72

の値を保持した．殺の上昇度は4例顯著，1例

明，補でも2例豊里，3例明で14日後には低前

程に達したもの補，殺各1例認めた．肝工では

補は4日後2例軽度上昇が認められ8日後は

］
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全例明に上昇し，14日後には2例は前回の値を

保持し他の3例は：更に上向し顯著な上昇となり

内1例は低前値に達した．殺は1例に於て14日

後始めて軽度上昇が認められたが他の斗例は4

～8日後より概して明な上昇を示し，其の内14

日後更に上向し顯鈍なる上昇となれるもの1

例，前回の値を保持せるもの3例であった．即

ち肝製剤は何れも注射回数を重ねるに從い補，

殺を漸進的，持続的に増加する．而して上昇度

はナでは甚だ顯著，重工ではそれに次で顯著で

へは劣るが’尚明であった．

 次でへ0．08cc／kgと葉O．4mglkg：叉はB12 2γ／

kgとを併用せるに，前者では4日後より補，襲

弊に上昇傾向を示し8日後では更に上昇し14日

後では顯単なる増彊を示し，殺に鞭ては1例は

低前値に達し2例は：それ以上となった．後者で

は4日，8日と漸進的重奏を示し，14日後では

補は明な上昇となったが低前値に達せるもの無

く殺は上昇明なもの2例，軽度のもの3例で前

者に比し劣っていた．

 即ち両剤の併用は各軍独よりも一暦持続的，

漸進的に防禦力を壇強せしめる事を認めた．

 〔共のIII〕 各種ホルモン（H）の影響（第；15表〉

 （1） 副腎ホルモンに就て：皮質HはMiner－

al及びGlnco－Corticoidに分けられ後者は：生体

がStressに対し順応する爲に重要な役をなす．

前者の作用を有するものにDOCA有り，後者

ではコーチゾン（CO）がある．副腎摘出では

Herbrand tSi）， Belding， Lewis等に1依り各種病原

菌，毒素，藥物，ワクチン等に対する感受性減

弱を認め，抗体薩i生に1調てもCape働， Perla 63）

等は抑制を証して居り，同エキス投与に依り恢

復充進を認めている，補にてはEcker 64）， Perla

63），Cape 62）は不i変なるを報告し， GordOnは貧

喰作用障碍されるを見ているが，殺に関しては

未だ報告が少い．

  （a） エネツクス（エ）：O．08cc／kgを皮注

す．副腎皮質エキスと冤疫抵抗とに断てはScott

hr｝）， PotteDge轡），尾山fi7），森岡，徳光， Volmer

6S＞， Dougherty 69）， Chaseo Wolfraiin， Zwemer7e），

赤沢，Eisen等は感染抵抗力，抗体産生，γ一グ

ロブリン，喰菌丁々は投与に依り増強するを認

めVolmer 6S）は動物の生命を延長するも死亡率

は不変なりと云うが補，殺に関しての槍討はな

い．余の成績では補殺共に4日後より上昇し

8日後では概して最高となり，14日後では下向

した．但し少数例（補1，殺2）では4日後最高

に達した．上昇度は補では顯著2例，明なるも

の2例，軽度1例であったが，低前値乃至それ

以上に達したもの2例を認めた．14H後の値も

すべて注射等値よりかなり高かった．即ちエは

十割な初期E昇を表したが8日を頂点として以

後下向した．

  ｛b＞ DOCA ： 1）OCA （Schering） O．4mg／kg

を筋注す．COと異り淋巴球崩壊作川前く冤疫

的影響は少いと云われている．余の成績では殺

1例は8日後上昇傾向を示したに過ぎぬが他は

何れも4日後補，殺共に上昇を示し8日後更に

上向し補1例，殺2例に於ては低前値以上とな

ったが，14日後kCは何れも下向の傾向を示し

た．上昇度は顯著なるもの補4例，殺2例，明

なもの補1例，殺2例であった．即ちDOCAも

亦工の如き経過を示したが上昇度は甚だ凝縮で

あった．

  （C） 1）OC．A十VC ： Lesvine itL DOCA 1 C

を併称すればリウマチに対しCOと同様の作用

有る事を報告せ’D．依て余はDOCA O・4mg！kg

十Clm9／kgを筋，皮注せるに急蓮顯著なる上昇

を示し，補2例は低前値以上となった．殺も上

昇し，蓋4日後には全例低前値叉はそれ以上に達

した．

  （d） コーチゾン：コルトン2m91kgを筋

注す．Kass 71）等は各種伝染病に用い症歌を一

時消題せしめるが病原菌には抑制的影響無く，

投与中止に依り菌耕殖，症歌の増悪を表すと云

う．感染抵抗に就てはKft・ ss・7’）， Glaser 72）， Lo－

osli， MiLzer 73）， Mogabgab 74）， Hast， Spain，

Horsbe11等はCO， ACTH投与では不変乃至減

退，病変の悪化を報じている．抗体産生はDOu－

gherty ts9）Chase， Stoerk 76）， Hammond 77）は促

［ 73 ）
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進せられると共に抗体γ一一グロブリン増加すると

云うがDe Vries 7s）， Harris 79）， Germuth 8e），

：Bjernehoe ”i）， Benditt s2）等は不変乃至減少する

と云う．補に就てはPitner 83）はCO， ACTH投

与中上昇を認め，赤須等は殺菌力，一三力凝集価

上昇，R．E．S．機能驚動を認むるもCreper ti4）は喰

菌力は低下すると云う．余の成績では補，殺共

に4日後に上昇したが低前値に比し遙かに低く

8日後でば更に下降し殺は全例に裁て注射前値

以下となり，補もそれに近接した．即ち其の上

昇は補では明か，殺では軽度であった．

  （e） ACTH： Acther 〈Armour＞ O．8mg／kg

を筋注せるva 4日後両者共に軽度上昇を示し8

日後では更に一E向したるも低前出より遙かに低

く14日後では補，殺共に下向傾向を示したが注

射前信より高かった．上昇は補では明か，殺で

は大多数顯著である．即ちACTHは同力価にて

COより梢ζ遅れて軽度に作用した

  ① エピネフリン（ア）：塩化ア（Ciba）0．1

m9／kgを皮注す． Borchardt 85），前田，田原’“6），

高石はア投与にて抗体価促進上昇を見 梅本は

少量は一時的上昇するも大量は有害なりと云

う．一方徳光，安達，出崎1＝），堀田等は無影響

乃至低下を認めている．殺では原田は持続投与

で上昇を認めSmlth 88）， Pfannensteil SE））は少量

は一時的増強するも大量は却て抑制すると云

う．補では山中go）は初期著明に低下するも後多

少促進し試験管内では無影響なりと云う．余の

成績では4日後殺】砲陣かに上昇傾向ありしも

補4例，殺2例に重ては注射前歯より低く，他

は不変であった．8日後では何れも更に下向し

全例注射定値以下となり，14日後では更に低下

し食塩水注射対照群と大差なかった．卸ちアは

認む可き作用を示さなかった，

 （2）脳下垂体ホルモンに就て：前葉は多

数のHを分泌し各種内分泌，新陳代謝と密接な

関係＝有り，就中向副腎皮質：Hは1）OUgherty以

來多数の研究がある．余は前葉有効成分殊に新

陳代謝，生殖腺に対し作用有るヒポホリン0．08cc

／kg，生殖腺Hプレホルモン20箪位／kg，後葉Hピ

ツィトリンα1偏位／kgを皮注す．下垂体と抗体

産生に就ては船井は摘出に依り抑制を認めCu－

tlerは：部分摘出は何等影響なしと云う．移植或

はエキス投与は徳光，梅田，Dingle 9t）， Gordon

92）は不変或は下降せしむと云う．補に就ては

Calre s2｝は摘爵では減少を見ているが殺に関し

ては知られていない．

  （a）前葉ホルモン：Jungeblnt 9・3）は本H

投与は脊髄前角炎感染防禦作用有るを認めてい

る．抗体産生では平井9・ 一〉，田中95）等は増加を認

め梅田，榎本9S＞（ヒポホリン）鄭97）等は一時的下

降乃至不変なりと云う．森岡（プレホルモン）等

は1オプソニン価，白血球機能の増強を認めてV・

るが補，殺に関する文献はない．余の威績では

プレホルモン群では補，殺何れも注射日数と共

ヒこ上昇し，多くは8日後最高を示したが殺は2

例に予て4日後既に最高に達した．上昇は殺1

例では下智，補，殺各2例では明か，其他はで

は軽度で14日後は何れも下向し補3例は注射前

値に下b，殺1例は注射前値以下となった．ヒ

ポホリン群でも前者の如く補，殺共に注射日数

と共に上昇し，8日後最高となり上昇顯著なも

の殺1例，明なるもの補3例，殺4例其他は軽

度上昇を示した．1拍後では下向傾向を示した

が，殺1例は8日後と同様であった．即ち両者

共に8日を頂点とする明かな一過性上昇を招摩

した．

  （b） ピツイトリン（ピ）：勝，Borchardt SS）

は投与に依り投体産生の著明な直進を認めてい

るが徳光は一時的に下降せしむると云う．然し

補，殺に関しては知られていない処である．余

の成績では補，今日1例は上昇せす14日後には

注射卸値よりも租ヒ低下した．其他の例では8

日後一時的に僅かな上昇傾向を示した後14日目

には概ぬ注射前値叉は不傑それ以下に下った。

即ちピは補，殺に対して認むべき影響を示さな

かつプこ．

 （3） チロキシン（チ）に就て：チO・08mg／kg

を皮注す．甲歌腺別出では細菌毒素に対する抵

抗減弱し，石原，Melnikは赤痢菌抵抗は増弧す

［ 74 ］
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ると云う．叉Holtmannは健常動物の脊髄前角

炎感染抵抗はチ投与で増加し，サイオエラシー

ル投与で減邊が見られるがGollanは不変とし．

Weiss 98）はチ投与に依り白鼠肺炎ヴイルス感染

死亡率増加を認めている．

 わ乞｛本：嘉応k一（3は櫻井gq・）， Stschedrowitzky loo）， 徳

光，小倉10i）等は摘出に依り減弱を認め， Guercio

lo2），｝雪orchardt 83）と共に甲歌腺剤投与に依り上

昇を認めて：いるが石原，Glusmann lo3）等は別H斗

は無影響なりと云い，Weyrauch，前田は好影響

有り，甲欺腺剤投与で降下すると云う．叉Belak

lo1＞はチ投与は抗体産生を抑制すると云う．補

に総ては：Fassin， iN［uller 10s）， C・ape f；2），関根，沢

野，小倉101）等の報告有り，前三者は摘出に依り

減弱を認め甲歌前面投与に依り上昇を認めてい

るが，後者は不変なりと云う．殺ではFassin，

櫻井qg）は摘出に依り減弱を認め投与に依D上昇

を認めているが木場，Frugoniは不変なりと云

う．余の域績では補，殺何れも上昇して4日後

証に最高に達し袖は全例1り1な上昇，殺は2例顯

著なる上昇，他はlillか乃至軽度の上｝畠で示し低

前債叉はそれ以上となれるもの各1例を認めた

が，共の後に於ける補，殺の下向は比較的急激

で14日後には補2例殺1例注射前値以下とな

り，文蛤も皆注射前値に下った．即ちチは補，

殺を一過性に論著に上昇せしめるが効果の持続

性に乏しい．

 （4） インシューJン（イン）に：就て＝イン〈三

共）0．1品位ノkgを自注す．野崎，勝等はイン投

与で一時的叉は持続的に抗体価の上昇を認め叉

大量では原田は殺を減少せしめると云うも鈴木

10りは少量注射は抗体を増加するも補は不変で

殺は明に充進ずると云う．余の成績では4日後

補，膨面に上昇傾向を示したが以後下向し8日

後には補，殺虫3例は注射前値となり 14日後で

は4例に於て注射前廊以下となった．即ち補，

殺に対する上昇作用甚だ微弱であった．

 （5） 性ホルモンに就て1オバホルモン（卵

胞H）20此位／1｛9及びアモリシン（睾丸H）3γ／kg

を筋注す．一般に幼菌，老年期は疾病は履々重

篤な経過をとり，叉罹患卒増加し，生殖能旺盛

な激年期では然らざる事：が認められて：V・る．性

H投与と感染に就てはS teinbadh， H・aln iOT）墨

柄10s）は防禦作用有るを認めVercesiaは結核病

変の悪化，促進を認めている．去勢ではCris－

tofolottiは不1変なるを認め蔭明寺， Bricker，加

藤等は増強を，Fis‘herは減退を証している．抗

体産生では1）ingleは幼菌動物に比し成熟動物は

高凝集価を示すと云うがGlusman11等は性H投

与は無影響で，Heinrichiv9）は非去勢では産生不

良なるを認めている．叉早田，Seitsは去i勢では

不変なるを認めている一方村上，伊等は性H投

与は却って抑制的で生殖機能減退は抗体産生に

好影響有りと云う．

  （a） オバホルモン：細菌感染防禦に：就て

はWastg． OnliO）， Ros：ahnは雌は雄より強く叉妊

娠時は非妊娠時に比し強い事を認めている．

Azoock M）， Kemp，9． prul）t，：堀等；はエストロン

投与に依D感染抵抗力増強を認めている．抗体

産生に就ては古川，A・herは卵集摘出で低下を

見，今村，出崎，古川，勝は卵胞II投与に依り

去勢，非去勢共に著明に一面進ずるを認めている

が，榎本，fA（lag， Guerciaは不変乃至抑制を認め

ている．補にては三谷11：うは卵胞H1回注射では

影響なしとし堀1助は直後一時減少するが漸次

増量し，5日目に頂点に達し2週後正常となり，

性器の変化と航行すると云う．余の成績では8

日後迄は補，殺共に上向し，以後何れも下向し

た．最高上昇は8日後であるが，補では何れも

軽度であり，殺では嵐山なもの1例，明なもの

2例，軽度のもの2例であった．14日後の値は

多少共注射前廉依り大なるものが大多数であっ

た．

  （b） アモリシン（テ）：眞奴等はテ投与は

感染防禦作用有りと云うに反し，鄭は減退せし

むと云う．睾丸別出ではStschedrow：tzky i（［e）は

抗体価の低下を認め，Brlcker 115）和田，前田等

は抗体価の塘強と共に補及び抵抗力の増強を認

め，睾丸エキス投与は抑制すると云う．一方

Weyrauch， Fisch等は雍≒影響な｝Dと云う． ユE常
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第15表各種ホルモンの成績
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78 土  用  下

動物に睾丸エキス投与はBorchardt 97），サ，勝

等は抗体価の促進を認め古川は抑制すると云

い，鄭79），出崎h7）等は不変なりと云う．余の成

績では斗日後補，殺共に穂ζ上昇傾向を示し8

日後では更に上昇し，1斗日後では下向したが何

れも注射前出依り租ミ高い．：最高上昇は8日目

であるが明な上昇は殺2例のみで他は概ね軽

度，補の2例では上昇傾向に止った．

 〔其のIV〕非特異jgi刺戟療法剤の影響（第16

表）

 （1） オムニン・コメット（オ）に就て：オ

0・08cc／kgを皮注す． Schmidt． Weichhardt等に

依り蛋白の非特異作用が提唱され，Muchはパ

ルチゲン療法を提唱しオムナジンを創製した．

該物質は細胞原形質賦活，R・ES・刺戟，抗体産

生促進，喰菌作用増加，酵素価上昇を表し，潜

伏性，後天的防禦素の覚醒を來さしめる一方特

異冤疫物質産生を増進し，殊に陰吐期を経過す

る事なく其の作用を発揮するものとして各種疾

病に用いられ好結果を得て居りオも同一組成を

有している．

 此等を用いて行われた研究は何れも冤疫体産

生，感染防禦力の増進，白血球数増加を認め

R．E．S．機能充進が証されている．余の成績では

補殺共上昇して4日目既に最高に達するが，

其の後速かに下向し，14日後では各1例を除き

何れも注射前寸寸はそれ以下となった。上昇は

顯著なもの殺1例，明なもの補2例，殺1例で

其他は軽度乃至上昇傾向の程度である．即ちオ

は早期に補，殺を軽度に上昇せしめるが持続的

第16表 非特異性刺戟療法剤の成績
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効果に乏しかった．

 （2）コンム＝ン（コ）に就て＝コ0．08cc kg

を皮注す．シュワルツマン濾液中活性因子にし

て微：量注射に依り広くR．E．S．機能充進され，幅

田116），島田117），岩月119）等に依り感染防禦に効

ある事が明にされた．緒方鋤等はコ注射暗殺の

増強する事を見出し，而も広範囲に非特異的で

ある事から其の殺は耐熱，非耐熱性のこ因子の

共同作用に依るとされ後者は補体，前者は不明

なるも正常殺菌素と作用類似すると云う．余の

域績では補は漸節し，8日後最高となり以後下

向する．殺も3例では此れと同様な経遍を示

したが，1例は14日迄上昇を続け1例は4日後

僅かに上昇傾向を示した後下向した．最高上昇

度は顯著なもの殺1例，明なもの補4例，殺2

例で其他は軽度である，14日後の値は注射前甘

食はそれ以下のもの補1例，殺3例であった．

即ちコは補，殺を一過性に増強する．

 （3）  虫τ波一一一号（虫1：）に二就て：＝ 虫i：0004mg／kg

を皮：注す．シアニン系感光色素にして樽原，今

永129）は抗休価の上昇を認め箕田12りは沈降素，凝

集素の減少を見ている．余の成績では補4例は

8日後が最高で軽度上昇を示したが，4日後の

上昇を示したるは其の中1例のみである．14 Ff

後に：は此等4例共注射朝露叉はそれ以下に下っ

た．他の1例は初期上昇を示す事なく14日後に

は注射前王に下った．殺は8日後僅かな上昇傾

向を2例に認めたのみで14日後は注射前値と等

しきもの1例，それ以下のもの4例であった．

即ち虹は補を一時的に軽i度に増強するが殺に対

しては殆ど認むべき作用が無い．

 〔其のV〕其他の加齢の影響（第17表）

 （1） レチチン（レ）に就て：レ（Merk，卵

黄）80mg／kgを生理的食塩水乳剤とし筋注す．

対照として域暗中にあるグリセロ燐酸ソーtダ

80m9／kgを皮：注す．李122）はチフス菌凝集，溶菌

作用はレ注入に依り玉込し，橋本123）も別脾家兎

に投与すれば凝集，溶血作川を著明に促進する

を認めている．栗下は一・時的に抗体価を抑制す

るも一定時期を経れば増進し抗毒性を発揮する

と云う．吉田は菌凝集素産生増加するも溶血素

には変化なきを報じ，畠山は冤疫30分前投与は

凝集素を抑耽すると云う．余の成績では離日後

では，補，殺共に｝r．起し8日後では更に上向し

たが，14日後では何れも下向した．最高上昇度

は8日目で補では明なもの2例が見られたが，

其他は補，殺何れも軽度の上昇であった．14日

後の値は注射前値より多少共上位にある．グリ

セロ燐酸ソーダ群は補，録音に8日後に僅かの

上昇傾向を示したが，1斗日後では下向し注射前

値となり殆ど影響なく，レ中グ1｝セ・燐酸ソPt

ダ以外の物質ヒョリン等が大いに影響を及ぼし

ているものと考えられる．

 （2）  葡萄糖（葡｝ に京七て ； 5夕64cclkgを皮

注す．葡は低濃度では感染抵抗，抗体産生（血

紅，比企，：石井IL■4）等）増強すると云う．原助等

は少量：は高度の凝集価を示すも大量は抑制する

と云う．一方西は濃度大なる程抗体価を注射直

後下降せしめ5分後には上昇せしめ，濃度に比

例して抗休産｛kを助長すると云う．原125）は少量：

でも反覆注射は却って抑制される．此の事は葡

に刺戟作川有る事を物詔ると云っている．久保

12‘；）はiF．常家兎では対照と大差無きもCCI4中毒

にて抗体塵生能面退せる時に葡投与は充進せし

め健康耐物と大差無き・に至った．余の成績では

補，殺共に上昇し前者は全例，後者も概ね4日

後最高となり以後下向し注射前値に近づき14日

後では補2例，殺1例注射前値となった．最高

上昇度に就て見ると上昇明なもの補3例，殺2

例で其他は皆軽度である．即ち葡は初期には：

補，殺を上昇せしめるが3効果は一過性である．

 （3）葡萄糖十インシュリンに就て；葡5％

4cc！kgを皮注30分後インシュリン0．05軍位／kg

を皮注せり．島田，Bayer 127）は補，喰菌力等の

増強を認め原田は50％葡2cc，インシュリン1

是位投与は殺を上昇せしめ鈴木鋤は葡，インシ

ュリン反覆注射は各種抗体，殺の産生を増強し

殺低きものは一・麿著明でそれ等の下降を一時逞

延せしむと云う．余の成績では4日後補，殺共

に上昇傾向を示し，8日後には上向して殺1例
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ac 土  用  下

は低前値に達した．14日後には補，殺共下向し

たが注射前値に比し高位に止った．最：高上昇は

8日後であるが，上昇顯著なもの補1例，明な

もの補，殺各3例，其他は軽度上昇であった，

即ち両剤併用は上昇度各々箪独の場合に比し楕

k著明にじて而も葡の4日後最高なるに比し8

日後最高にして作用梢ヒ持続的なるを思わしめ

る．

 （4）核酸va就て：R．N．A．ソーダ（関東化

学，酵母）εOmglkgを皮注す， Fagraeus， Ehrト

icllt 12Lg）、 Harris ”ig》 ，青山1：lo），大野“｝）、等に依り核酸

が抗体合成と密接な関係ある事が認められて》・

る．Archibold，「runllicliffは白ifltLR’抽出物に喰

’菌」滋強作用あるを認め，VaDghan i 31）， Pawaecc－

hio等は核酸注射に依り高度の殺並に．白血球増

加作用を見，Jacksonは減少期を見る事なく直

ちに増多を示すと云う．Weichardt，吉本，天

津，高田は抗体価促進を認め二才13s）は回航力充
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進を認め正常凝集素，溶菌素の増張を見，既成

凝集素は2日目に著しく」曾強し4～6日目には

：最高となり 3～4週に至：るも正常より高かっ

た．余の域績では4日後補，殺共に軽度上昇を

示し，以後上向して14F1後では全例顯著なる上

昇となり補，殺各1例に於ては低前値に達し，

殺2例ではそれ以上となった 即ち核酸は補，

殺を甚だ顯著に上昇せしめ且つ其の作用は持続

的傾向を示した．

      第5項 動物実験総括

 健康海賦雌雄各20頭に就て得た成績では補，

殺の個体的動感範囲は比較的少く，性に依る差

異は認められない．季節の補，殺に及ぼす影響

を同一試獣にて毎月槍せるに夏季梢ヒ低下する

傾向が認められた 生体機能低下，栄養素供給

不足，環境に依る養素消費過剰等に由來するも

のであろう．妊娠及び分娩の影響を見るに妊娠

中低下し分娩2日後出に著明となり．一≒週後よ

り恢復傾向を示し15日後には正常に復した．此

の低下は妊娠時の新陳代謝及び各臓器機能立憲

に基く需要供給の不均衡ヒこ由る栄養失調症の発

現，肝其他の臓器の中毒症，出血，水血症等に

由るものであろう．食餌と補，殺との関係に就

てはク・一バ及び藁で飼育し，栄養を低下せし

めたるに3週後明に補．殺は低下し，4週後は

補は略e2／3 trc，殺は略it％に低下した．次で基

本食餌に大豆を加えたるに10日後既に明に恢復

傾向を示し17日後には大部分恢復した．即ち栄

養低下に依り生体細胞機能減退，血清蛋白減少

の爲抗体産生材料不足並に合成作用の減退を來

し，叉栄養の向上はそれ等を恢復せしめたもの

と考えられる．此の場合体重の減少と補，殺の

低下とは概して：並行した．然し余の諸実験全体

を通覧すると補，殺の増強は必ずしも体重の増

加を必要としない事を知った．次に上述の如く

栄養低下に依り補，殺の低下を惹起せしめた海

潮に諸種藥剤を注射して補，殺の恢復如何を愛

したるに補，殺は概ね並行して変動し次の如き

結果となった．即ち供試藥剤は其の作用の持続

性乃至型に依り4群に分けられるが，余の使用

量の場合は

  （a）漸進的上昇を示せる藥剤群では補の

 上昇度は核酸，肝水抽出液，ナルビン，アン

トラニール酸，1葉沁沁ヘパン），パントテン酸，

VE，（BILi＋ヘパン），ヘパン，葉酸， VA，殺の上

昇度は核酸パントテン酸，ナルビン，VE，（葉

酸＋ナルビン），アントラニール酸，肝水抽出

液，葉酸，（B12十ヘパン）eヘパン， VA，の順で

ある．術VC，（コルチ・一ト十VC）等も殺を持続

的に上昇せしめ，前者はパントテン酸，後者は

アントラニー・一ル酸と同程度であった．

  （b） 8日迄漸次上昇せしめたが，以後下

向を示したものに穿て見ると補では上昇度はV

BI，（DOCA十VC）， DOCA， VB2，エネツクス，

ACT H，ヒョリン，（インシュリン十葡萄糖），

ヒポホリン，コンムニン，レチチン，PABA，

ニコチン酸，プレホルモン，VB；2，テストステ

ロン，エストロン，N「 Bf，の順となりテストステ

ロン以下のものでは上昇度が微弱である，14日

目の値は一般に注射前値より上位に有り殊に

（1）OCA十VC＞，ニコチン酸等では8日目の値

と近接しているがコンムニン，プレホルモン，

VI㌔等では注射前山に近い点まで下っている．

虹波の補上昇作用も此の型を示したが，エスト

・ン程度に過ぎす1斗日目には注射前段以下とな

った．殺の上昇度の強さはVB1， VB？， ACTH，

ヒポホリン，1）OCA， エネツクス， ヒヨリン，

プレホルモン，エストロン，PA BA，デストス

テロン，コンムニン，ニコチン酸，VB12，レチ

チン，VB・，の順でVIB・では上昇は微弱である．

14日目の値は注射前値以上のものが多く，殊に

ヒボホリン，テストステロン，ニコチン酸等で

8日目の夫に近いがACTH，プレホルモン，エ

ストロン，コンムニン，B12，レチチンでは注射

前値に近接している，

 （c） 4日目に上昇を示し以後下向したもの

の中，袖の上昇変が最も高かったのはVCで以

下チロキシン，コーチゾン，葡萄糖，オム・＝ン，

ルチン，イノジトール，VP， VD3インシュリ

ン，ピツイトリンの順であるがイノジトール以

［ 81 ］



82 土  用  下

下は作用は微弱である．3Z VCでは14日目まで，

コーチゾン，葡萄糖では8日目まで4日目の値

に近き上昇を保つたが其他のものでは8日目以

後は注射前値に近接し，叉はそれ以下となっ

た．殺の上昇度はVC，チロキシン，葡萄糖， V

P，コ ・一チゾン，オムニン，ルチン，イノジトー

ル，インシュリン，ピツイトリン，VDの順であ

った．此等の内VCは持続上昇型を示し，イノ

ジトール以下は作用微弱であり，VDでは欠如

する．8日目の値はコPtチゾン及び葡萄糖では

th 4日目のそれに近いが，其他のものでは注射

前文に近接し，叉はそれ以下となった．

 （d）補，殺の何れにも上昇作用を示さなか

ったものはエピネフリン，VKであり虹波も殺

に対しては無効であった．

 此等の藥剤の作用機序に建ては輩なる栄養剤

の補給に依るものか，或は細胞機能賦活，刺戟

作用によるか或はCa！）non20）等の云うビタミン

が抗休蛋白形域夢合威過程に於て必須なる酵素

となって働く爲か叉は£7X身新陳代謝の充進に基

く間接的の作用か或はそれ自身の作用なるかは

余の実験の範囲内では断定し得ないが持続的上

昇を示せるものに於ては生体内に於て何等かの

有意義なる作用を営むものと思われる．余の実

験奥意期に出て見られたる補，殺の下向乃至低

下の由毒する処は必ずしも一様でないと考えら

れるが，コーチゾン，ACTH等の場合に就ては

窒素『二面負となるか叉はGermuth80）等の云える

如く糖新生作用増張に依りアミノ酸の破壊が促

進せられる事と関卜するかもしれない．何れに

しても余の得たる実意域績は治療上の一一’指針と

なり得ると考えられ．る．

第4章結

 余は生体防禦力の変化を検し，且つ防禦力の

低下の防止法を見出す目的で諸腫急性伝染性疾

患々者に於ける補，殺の変化を経過を追って観

察し，且つ動物実験に於て栄養及び諸種藥剤

の補，殺に及ぼす影響を検し次の如き成績を

得た．

 （1）健康青年の補，殺は一定の範囲内にあ

り，其の個体的動揺は比較的少く，男女の聞に

も大差はないが老年者に於ては補，殺共に比較

的低いものが見られた．

 （2）細菌性赤痢及び日本脳炎では有熱期に，

クルップ性肺炎では解熱開始1～2日後に，発

疹チフス及び腸チフスでは夫々解熱期及び緩解

期に補及び殺：の低下が最も著明となる．以後短

歌の誤解に応じて補，殺共に恢復に向うが腸チ

フス及び日本脳炎では恢復：の経過が比較的綬慢

であり，細菌性赤痢及びクルップ性肺炎では比

較的速かである．発疹チフスでは其の中聞にあ

る．腸チフスの細螺，肺炎の有熱期では補，殺

の変化は軽微であるが，発疹チフスの発疹期で

は補の低下が認められた．

論

 （3）健康海狽の補，殺も亦個体的動揺が比較

的少い．性的差異は殆どないが妊娠，産褥等で

は低下する．季節的には：夏季一般に梢ミ低下傾

向が認められた．栄養低下は補，殺を低下せし

めるが栄養向上に依り此を恢復せしめ得る．

 （4）栄養低下に依り補，殺を低下せしめたる

海狽に就てビタミン，ホルモン其他数種の製剤

を蓮日14日聞注射し，其の影響を検したるに

補殺は概ね並行的に変化した．而して補，殺

に対する影響を綜合して見る時は余の使用した

る注射量の場合では核酸，VB，， VC， VB2，パント

テン酸DOCA，ナルビン等で甚だ顯著なる上昇

が見られ建水抽出液，VE，アントラ＝一・一ル酸，

ACTH，エネツクス，チロキシン，ヒポホリン，

ヒョリン等でも亦顯著なる上昇が招來せられ

ブご．コーチゾン，葉酸，コンムニン，ヘパン，

葡萄糖，PABA，プレホルモン，＝コチン酸，

レチチン等では上述の者に比して劣っていたが

ff，」明な上昇が認められた．オムニン，エストロ

ン，テストステロン，VBI2， VA，ルチン， VP

等では軽度な上昇を見るに過ぎす，イノジトー
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ル，VB，，インシュリン，虹波1号， VI），ピツ

イトリン，VK，エピネフリン等では効果極め

て微弱乃至欠如している．更に上昇の経過を槍

回するに核酸，パントテン酸，ナルビン，三水

抽出液，VE，アントラニール酸，葉酸，ヘパ

ン，VA等に於ては注射日数を重ねるに從って：

補，二丁漸進的に上昇を來したが，其他の被槍

物に於ては上昇は一過性で注射4日乃至8日を

頂点として以後漸次下向傾向を示した．但しV

Cは殺上昇作用は漸進的であった．

 （5）栄養低下に依る補，殺の低下は即断の低

下と並行した．然し諸乳剤に依って此の補，殺

低下を恢復せしめる場合はそれは必ずしも体重

の恢復を作うものではない．

 二二するに当り終始御懇罵なる御指導と御校閲を賜

りたる恩師谷野敏授並に御揃導を賜りたる結核研究所

柿下数授に衷心より感謝の意を表します，
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